
境
界
を
越
え
る
協
力  

学
問
領
域
と
文
化

ア
ジ
ア
に
お
け
る
ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
の
増
大
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
脅
威
を
調
べ
る
最
初
の
機
会
は
、

二
〇
〇
四
年
世
界
ア
ス
ベス
ト
東
京
会
議
（
Ｇ
Ａ
Ｃ
２
０
０
４
）の
開
催
に
参
加
し
た
国
際
的
な
ア
ス
ベス
ト
被
害

者
団
体
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
、労
働
組
合
、政
府
機
関
、及
び
日
本
の
支
援
団
体
に
よ
って
も
た
ら
さ
れ
た
。
世
界
四
〇
か
国

か
ら
八
〇
〇
人
の
参
加
者
を
得
た
こ
の
イ
ベン
ト
は
、
危
険
な
ア
ス
ベ
ス
ト
曝
露
の
た
め
に
建
設
労
働
者
に
よ
って

支
払
わ
れ
た
犠
牲
に
つい
て
の
認
識
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
つつ
、広
範
な
医
学
的
、法
的
、疫
学
的
、生

化
学
的
、
環
境
的
、
社
会
的
及
び
政
治
的
諸
問
題
に
目
を
向
け
た
。
国
際
的
な
労
働
組
合
の
連
合
組
織
及
び

数
百
人
の
ア
ジ
ア
の
労
働
運
動
家
の
代
表
が
参
加
し
た
。
日
本
、イ
ン
ド
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、カ
ナ
ダ
、ア
メ
リ
カ
、

ウ
ェ
ー
ル
ズ
、及
び
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ア
ス
ベス
ト
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
参
加
は
、世
界
中
で
増
大
す
る
被
害
の

発
生
を
実
在
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
さ
せ
た
。
Ｇ
Ａ
Ｃ
２
０
０
４
は
地
域
で
の
ア
ス
ベ
ス
ト
議
論
の
契
機
を
提
供

し
、
地
域
で
の
ア
ス
ベ
ス
ト
対
話
の
進
捗
が
得
ら
れ
た
二
〇
〇
六
年
七
月
の
バ
ン
コ
ク
で
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
を

は
じ
め
、多
く
の
共
同
の
取
り
組
み
を
生
み
出
し
た
。
ア
ジ
ア・ア
ス
ベス
ト
会
議（
Ａ
Ａ
Ｃ
２
０
０
６
）に
タ
イ
の
高

級
政
治
家
及
び
公
務
員
が
参
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、タ
イ
代
表
ら
が
タ
イ
の
地
方
ア
ス
ベス
ト
施
設
の
労
働
条
件

の
調
査
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、一
対
一
の
議
論
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
か
ら

参
加
し
た
労
働
衛
生
専
門
家
イ
ワ
ン
Ｄ
イ
ワ
ノ
フ
博
士
は
、こ
の
Ａ
Ａ
Ｃ
２
０
０
６
は
ア
ス
ベス
ト
関
連
疾
患
の
拡

大
を
抑
制
す
る
た
め
の
地
域
及
び
世
界
の
取
り
組
み
に
と
って「
重
要
な
一
里
塚
」で
あ
る
と
述
べ
た
。
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